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生分解性プラスチックは使用後にコンポスト化されやすいこと、土壌や海洋中の微
生物によって最終的に二酸化炭素と水に分解されることから、プラスチック環境問題
の解決に期待が寄せられている。しかしながら、生分解性プラスチックは環境中で分
解される特性上、耐久性に課題がある。そこで、本研究では、生分解性プラスチック
への充填剤の種類及び配合率を変更することで耐久性が、どのように変化するか調査
した。

本研究により、生分解性樹脂に炭酸カルシウム及びパルプを充填することにより
生分解を遅延できること、でんぷんを充填することにより生分解を加速できること
が分かった。
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